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洪水の発生状況

北海道開発局

洪水の発生状況
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各河川の洪水発生状況
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戦後最大洪水：平成4年9月
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○各河川における戦後最大洪水は以下のとおりである。

北海道開発局

戦後最大洪水：平成18年8月

整備計画河道配分流量1,300m3/s
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戦後最大洪水：平成18年10月
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戦後最大洪水：平成10年9月

網走川水系美幌地点 年最大流量グラフ

湧別川水系開盛地点 年最大流量グラフ

常呂川水系北見地点 年最大流量グラフ

渚滑川水系上渚滑地点 年最大流量グラフ 4-2



主要洪水の概要（網走川：平成4年9月洪水）

○ 北海道付近に停滞していた前線が活発となり、9月10日午後3時
八丈島の東約410kmにあった大型で強い台風17号は、勢力を保
ちながらさらに北上を続け、網走地方に豪雨をもたらした。

○美幌観測所での流域平均24時間雨量は130mmに達し、各流量
観測所では戦後最大の流量及び水位を観測した。

気象状況

北海道開発局

被害状況

平成4年9月洪水 総雨量分布図

○外水氾濫が津別地区、各支川上流及び網走湖周辺低地で発生し、特に津別地区では屈曲箇所を中心に7箇所での
越水はん濫が発生し、耕地を浸食し、収穫前の農作物が流失し被害を受けた。

○氾濫面積9,585ha、浸水家屋322戸の被害

4-3平成4年9月洪水 浸水区域図
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主要洪水の概要（網走川：平成4年9月洪水）

洪水の特徴

○津別地区における河川沿いの農地を中心に広い範囲で浸水。
○美幌市街地付近では内水はん濫が発生。
○網走湖では水位は８日以上(199時間)にわたりはん濫注意水位を超過した。

(9/12 4:00)

Hp= 11.29 m
計画高水位 12.55m

はん濫危険水位 12.30m

避難判断水位 12.00m

はん濫注意水位 9.80m
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美幌観測所(H04.09 水位)

実績雨量 美幌(開発局)

実績水位 美幌

上昇速度が早い

＜津別町 岩富地区の外水はん濫状況＞

北海道開発局

水防団待機水位 9.40m
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(9/13 6:00)

Hp= 2.01 m

計画高水位 2.35m

はん濫注意水位 1.00m

水防団待機水位 0.90m
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川尻漁場観測所(H04.09 水位)

実績雨量 湖南(開発局)

実績水位 川尻漁場

平成4年9月洪水 ハイドログラフ

網走湖(川尻漁場観測所)では
８日以上(199時間)にわたりはん濫注意水位を超過

＜津別町 岩富地区の外水はん濫状況＞

＜活汲橋上流の外水はん濫状況＞

＜花見橋上流の内水はん濫状況＞4-4



主要洪水の概要（網走川：平成13年9月洪水）

○9月10日から北海道に停滞していた秋雨前線が、台風15号の接
近に伴って活動を活発化させた。加えて台風15号は12日朝に釧
路市の南東海上を通過した。これら前線と台風は流域全体で3日
間に渡る豪雨をもたらし、各地で200mmを超える雨が観測された。

○美幌観測所での流域平均24時間雨量は135mmに達し、戦後第２
位の流量及び水位を観測した。

気象状況

北海道開発局

被害状況

平成13年9月洪水 総雨量分布図

○網走湖畔住吉地区では7箇所で堤防基盤漏水が生じ、47世帯215人に避難勧告がなされた。
○氾濫面積1,124ha、浸水家屋1戸の被害

平成13年9月洪水 浸水区域図 4-5
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(9/12 8:00)

Hp= 11.47 m
計画高水位 12.55m

はん濫危険水位 12.30m

避難判断水位 12.00m

はん濫注意水位 9.80m
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美幌観測所(H13.09 水位)

実績雨量 美幌(開発局)

実績水位 美幌

主要洪水の概要（網走川：平成13年9月洪水）

洪水の特徴

○網走湖では、水位が2.17mまで上昇し、9日以上(221時間)にわたり、はん濫注意水位を超過したことにより、湖畔の
住吉地区において、7箇所の堤防基盤漏れが発生。

北海道開発局

＜網走湖住吉地区の漏水状況＞

(9/13 20:00)

Hp= 2.17 m

計画高水位 2.35m

はん濫注意水位 1.00m
水防団待機水位 0.90m
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実績雨量 本郷(開発局)

実績水位 川尻漁場

水防団待機水位 9.40m 40
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平成13年9月洪水 ハイドログラフ

網走湖(川尻漁場観測所)では
９日以上(221時間)にわたりはん濫注意水位を超過

＜パイピング発生状況＞

＜網走湖の状況＞ 4-6



主要洪水の概要（網走川：平成18年10月洪水）

○平成１８年１０月７日昼前から雨と風が次第に強まり、７日夜から
９日にかけて記録的な大雨となり、総雨量が２５０mm前後を記録
する大雨となった。この雨は本州南の前線上に発生した低気圧
が、台風１６号及び台風１７号からの暖かく湿った空気を大量に
取り込み、活動を活発化させながら北海道の東方海上まで北上
したことによりもたらされた。

○美幌観測所での流域平均24時間雨量は139mm/24hに達し、戦
後第３位の流量及び水位を観測した。

気象状況

北海道開発局

被害状況

平成18年10月洪水 総雨量分布図

○津別町、美幌町、大空町等で農地・道路が冠水し、網走湖での溢水により、浸水被害が発生。流域全体では、氾濫
面積246ha、浸水家屋10戸の被害

平成18年10月洪水 浸水区域図 4-7
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(10/8 16:00)

Hp= 11.75 m 計画高水位 12.55m

はん濫危険水位 12.30m

避難判断水位 12.00m

はん濫注意水位 9.80m
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美幌観測所(H18.10 水位)

実績雨量 美幌(開発局)

実績水位 美幌

主要洪水の概要（網走川：平成18年10月洪水）

洪水の特徴

○網走湖では、水位が2.41m(既往最高水位)まで上昇し、11日以上(272時間)にわたり、はん濫注意水位を超過し30時
間にわたり計画高水位を超過した。

北海道開発局

水防団待機水位 9.40m
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(10/10 9:00)

Hp= 2.41 m

計画高水位 2.35m

はん濫注意水位 1.00m

水防団待機水位 0.90m
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川尻漁場観測所(H18.10 水位)

実績雨量 湖南(開発局)

実績水位 川尻漁場

＜大空町女満別湖畔地区の水防活動状況＞

＜網走湖畔にある観光ホテルの浸水状況＞

平成18年10月洪水 ハイドログラフ

網走湖(川尻漁場観測所)では
11日以上(272時間)にわたりはん濫注意水位を超過

30時間にわたりHWLを超過

4-8



北海道開発局主要洪水の概要（常呂川：平成13年9月洪水）

○9月10日から北海道に停滞していた秋雨前線が、台風15号の接
近に伴って活動を活発化させた。加えて台風15号は12日朝に釧
路市の南東海上を通過した。これら前線と台風は流域全体で3日
間に渡る豪雨をもたらし、各地で200mmを超える雨が観測された。

○北見観測所での流域平均24時間雨量は150mmに達し、既往２位
の流量及び水位を観測した。

気象状況

4-9

被害状況

平成13年9月洪水 総雨量分布図
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○平成13年9月洪水では、常呂川下流域では農地の冠水、床上浸水、
堤防の基盤漏水が発生した。

○氾濫面積1037ha、浸水家屋2戸の被害

平成4年9月及び13年9月洪水 浸水区域図



北海道開発局主要洪水の概要（常呂川：平成13年9月洪水）

洪水の特徴

○下流域での降雨量が多く、北見観測所でははん濫注意水位以下であるが上川沿観測所でははん濫危険水位まで
水位が上昇した。

○北見市常呂地区では基盤漏水、北見市福山地区では内水氾濫が発生している。

(9/12 1:00)

Hp= 57.89 m

計画高水位 60.81m

はん濫危険水位 59.30m

避難判断水位 59.00m
はん濫注意水位 58.00m

水防団待機水位 57.40m
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北見観測所(H4.09 水位)

実績雨量 北見(開発局)

実績水位 北見

4-10

(9/12 7:00)

Hp= 7.99 m

計画高水位 8.45m

はん濫危険水位 8.10m

避難判断水位 7.70m

はん濫注意水位 6.20m

水防団待機水位 5.30m
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上川沿観測所(H4.09 水位)

実績雨量 上川沿(開発局)

実績水位 上川沿

平成4年9月洪水 ハイドログラフ
＜北見市福山地区の内水はん濫状況＞
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＜北見市常呂地区の基盤漏水状況＞



主要洪水の概要（常呂川：平成18年8月洪水）

○雨は平成１８年８月１７日夜から降り始め、網走、北見、紋別地方
では広範囲にわたって総雨量が８０mmから１８０mm前後を記録
する大雨となった。この雨は朝鮮半島から宗谷海峡にかけて停
滞していた前線が、台風１０号の接近に伴って活動が活発になっ
たことにより、もたらされた。

○北見観測所での流域平均総雨量は176mmに達し、既往最大の
流量及び水位を観測した。

気象状況

北海道開発局

被害状況

平成18年8月洪水 総雨量分布図

4-11

○平成18年には2度(8月・10月)にわたり、大規模な洪水が発生し、下流では計画高水位を超過するとともに、支川が氾
濫する等の被害が顕在化している。^平成18年10月洪水では、堤防の法すべりや漏水等による被害が起こる恐れが
生じたため、北見市では、３１８９人に対し避難勧告が出されるなどした。また、北見市常呂町、北見市端野町をはじ
めとする地域で農地の冠水が確認された。（H18年10月洪水：氾濫面積269ha、浸水家屋21戸）
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常
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院

平成18年8月及び10月洪水 浸水区域図



(8/19 13:00)

Hp= 12.77 m

計画高水位 12.38m

はん濫注意水位 10.10m

水防団待機水位 9.30m
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太茶苗観測所(H18.08 水位)

実績雨量 上川沿(開発局)

実績水位 太茶苗

主要洪水の概要（常呂川：平成18年8月洪水）

洪水の特徴

○上川沿観測所において４時間にわたり危険水位を、太茶苗観測所において５時間にわたり計画高水位を超え、下流
域において水位が高い状態が長時間続いた

○福山・日吉地区では内水氾濫が発生し、流域内の国道、道道26路線32区間で通行止めとなった

北海道開発局

＜北海道新聞
2006年8月20日＞

(8/19 15:00)

Hp= 8.29 m
計画高水位 8.45m

はん濫危険水位 8.10m

避難判断水位 7.70m

はん濫注意水位 6.20m

水防団待機水位 5.30m
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上川沿観測所(H18.08 水位)

実績雨量 上川沿(開発局)

実績水位 上川沿
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日時

平成18年8月洪水 ハイドログラフ ＜北見市福山地区の内水はん濫状況＞

太茶苗地点ではHWLを
5時間超過

上川沿地点では
はん濫注意水位を4時間超過
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主要洪水の概要（湧別川：平成18年10月洪水）

○平成１８年１０月７日昼前から雨と風が次第に強まり、７日夜から
９日にかけて記録的な大雨となり、総雨量が１２０mmから３００
mm前後を記録する大雨となった。この雨は本州南の前線上に発
生した低気圧が、台風１６号及び台風１７号からの暖かく湿った
空気を大量に取り込み、活動を活発化させながら北海道の東方
海上まで北上したことによりもたらされた。

○開盛観測所での流域平均総雨量は215mmに達し、戦後最大の
流量及び水位を観測した。

気象状況

北海道開発局

被害状況

平成18年10月洪水 総雨量分布図

平成18年10月洪水 浸水区域図

○高速の洪水流により遠軽市街中心部で高水敷が大きく洗掘され、堤防の安全性が損なわれる非常に危険な状態と
なった。

○河口部の旧湧別漁港周辺において溢水氾濫が発生した。湧別町にて農地や道路の冠水が確認された。
○氾濫面積138ha、浸水家屋32戸の被害
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(10/8 20:00)

Hp= 54.11 m
計画高水位 55.69m

はん濫注意水位 52.90m
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m)

開盛観測所(H18.10 水位)

実績雨量 遠軽(開発局)

実績水位 開盛

主要洪水の概要（湧別川：平成18年10月洪水）

洪水の特徴

○遠軽市街地付近では洪水時の高速流により高水敷洗堀が発生
○河岸侵食が発生し、開盛地区では堤防が被災
○下流部の中湧別地点でははん濫危険水位を17時間にわたり超過し、河口部では外水はん濫が発生
○国道238号線は８日～１１日の３日間通行止めとなった。

北海道開発局

はん濫注意水位 52.90m

水防団待機水位 52.50m 40
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52
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日時

(10/9 0:00)

Hp= 9.90 m
計画高水位 11.39m

はん濫危険水位 9.60m

避難判断水位 9.40m

はん濫注意水位 8.10m

水防団待機水位 7.40m
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中湧別観測所(H18.10 水位)

実績雨量 中湧別(開発局)

実績水位 中湧別

平成18年10月洪水 ハイドログラフ

＜高水敷洗堀状況(遠軽橋付近) ＞ ＜開盛樋門付近での堤防被災状況＞

＜河口漁港の被災状況＞
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上湧別地点では
氾濫危険水位を175時間超過

＜北海民友新聞
2006年10月12日＞



主要洪水の概要（渚滑川：平成10年9月洪水）

○ 9月16日午前4時ごろ静岡県御前崎付近に上陸した台風5号は関
東地方を北上し、16日正午ごろには仙台市付近を通過し、いった
んは三陸沖海上に出た後、16日午後8時すぎ釧路市付近に再上
陸した。その後は北北東に進路を進め16日深夜に根室沖の海上
に抜けた。

○上渚滑観測所での流域平均24時間雨量は174mmに達し、既往２
位の流量及び水位を観測した。流域平均総雨量は156mmに達し、
既往最大の水位を観測した。

気象状況

北海道開発局

被害状況

平成10年9月洪水 総雨量分布図

○紋別市、滝上町では7世帯16人
が自主非難をおこない16日20時
頃には紋別市から4地区239人
に対し避難勧告(243人)が発令さ
れたが、外水はん濫までは至ら
なかった。

○氾濫面積310ha、浸水家屋197戸
の被害

平成10年9月洪水 浸水区域図
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主要洪水の概要（渚滑川：平成10年9月洪水）

洪水の特徴

○上渚滑地点で6時間、渚滑地点で13時間にわたり計画高水位を超過し、河川の水位が高い状態が長時間続いた
○ウツツ川合流点付近において内水はん濫が発生
○本川右岸側でも広範囲にわたり内水はん濫が発生し、国道273号線も一部通行止めとなった

北海道開発局

(9/17 3:00)

Hp= 5.27 m

計画高水位 4.80m

はん濫危険水位 4.50m

避難判断水位 4.30m
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)

渚滑橋観測所(H10.09 水位)

実績雨量 紋別(気象庁)

実績水位 渚滑橋

13時間にわたりHWLを超過

平成10年9月洪水 ハイドログラフ

＜ウツツ川合流点付近のはん濫状況＞＜ウツツ地区の内水はん濫状況＞

はん濫注意水位 3.20m

水防団待機水位 2.00m
40
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4-16＜紋別新聞 1998年9月18日＞

上昇速度が早い



北海道開発局主要洪水の概要（渚滑川：平成18年10月洪水）

○平成18 年10 月5 日12 時、本州南の前線上に低気圧（996hPa）
が発生した。この低気圧は、台風第16 号、第17 号からの暖かく
湿った空気を大量に取り込み、発達しながら本州の太平洋側を
北東に進み、9 日にかけて動きが遅くなり、オホーツク海側や太
平洋側を中心に大雨や暴風などが3 日間にわたって続いた。網
走・北見・紋別地方では、7 日昼前から雨と風が次第に強まり、7 
日夜から9 日にかけて記録的な大雨となり、降り始めからの総雨
量が多い所で300 mm近くに達した。

気象状況

平成180年10月洪水 浸水区域図
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被害状況

平成18年10月洪水 総雨量分布図

○紋別市上渚滑町、紋別市渚滑
町をはじめとする地域で農地や
道路が冠水したほか、排水ポン
プ車による内水排除等の水防活
動が行われた。

○滝ノ上町で２地区７人が自主避
難を行い、紋別市で８日１１時頃
より４地区６９９人に、滝ノ上町で
８日１７時頃１地区４人に対し避
難勧告が発令されたが、外水は
ん濫までは至らなかった。

○氾濫面積38haの被害



(10/8 18:00)

Hp= 39.87 m

計画高水位 39.58m

はん濫危険水位 39.50m

避難判断水位 39.10m

はん濫注意水位 37.90m

水防団待機水位 37.30m
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上渚滑観測所(H18.10 水位)

北海道開発局主要洪水の概要（渚滑川：平成18年10月洪水）

洪水の特徴

○上渚滑地点で15時間、渚滑地点で18時間にわたり計画高水位を超過し、全川的に水位が高い状態が長時間続いた
○ウツツ川合流点付近や本川右岸側において内水はん濫が発生し、通行止めになる箇所も生じた

＜渚滑右岸樋門排水作業状況＞＜ウツツ川合流点付近のはん濫状況＞
上昇速度が早い

15時間にわたりHWLを超過

(10/8 18:00)

Hp= 5.39 m

計画高水位 4.80m

はん濫危険水位 4.50m

避難判断水位 4.30m

はん濫注意水位 3.20m

水防団待機水位 2.00m
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渚滑橋観測所(H18.10 水位)

実績雨量 紋別(気象庁)

実績水位 渚滑橋
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実績雨量 上渚滑(開発局)

実績水位 上渚滑
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平成10年9月洪水 ハイドログラフ

上昇速度が早い

18時間にわたりHWLを超過

＜オホーツク新聞 2006年10月10日＞



現状の水害リスク

北海道開発局

現状の水害リスク

4-19



○平成4年洪水後は特に被害の大きかった栄森川より上流の河道掘削、堤防整備を実施
○氾濫原が広い中下流部の浸水被害軽減のため、網走湖上流部の河道改修を実施中
◯網走市街地の特殊堤が老朽化しており、下流市街部の洪水被害を軽減するため、補修を実施中

北海道開発局

特殊堤の老朽化状況
改修前 改修後

現状の水害リスク(網走川) ～ 平成4年洪水後の主な整備

本郷地区河道掘削

特殊堤の補修
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○網走湖流入地点においては、平成13年洪水時に堤体基盤漏水が発生し、その対策を実施。(平成14年度～20年度)

北海道開発局

●堤体基盤漏水の復旧工法と危険箇所の漏水対策

・堤体基盤漏水対策として、川表側に遮水矢板を打設

・川表の法勾配を緩勾配(5割)とし、遮水シート・護岸を敷設して河川水

の堤体への浸透を抑止し、堤防の強化を図る

遮水矢板の打設状況

堤体基盤漏水の

復旧と対策の実施

平成13年 洪水発生

現状の水害リスク(網走川) ～ 整備状況（漏水対策）

・堤体内に浸透した水を速やかに排除するため、堤内側法尻にドレー
ン工を設置し、法尻部には堤体の安定確保のためにフトン篭を設置

緩傾斜勾配による
堤防強化工事

ドレーン工設置状況

漏水対策実施箇所

■漏水対策により、平成18年10月洪水
では漏水が発生しなかった
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北海道開発局現状の水害リスク(常呂川) ～ 整備状況（鹿ノ子ダムの洪水調節効果）

○鹿ノ子ダムは常呂川の上流部に位置する多目的ダムで、昭和58年に竣工した。
○形式は重力式コンクリートダム、集水面積は124km2、洪水調節方式は一定率一定量方式である。

鹿ノ子ダムの概要

北見市北見市

オホーツク海
オホーツク海

常
呂

川

常
呂

川

仁 頃 川
仁 頃 川

小
幡
川

小
幡
川

キナチャウシナイ川キナチャウシナイ川

ポン隈川
ポン隈川

隈川隈川

柴
山
沢
川

柴
山
沢
川

ト
コ
ロ
ホ
ロ
ナ
イ
川

ト
コ
ロ
ホ
ロ
ナ
イ
川

▲▲

▲▲

常
呂
川

常
呂
川
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 洪水時最高水位

7/1 9/30非洪水期利水容量

・流水の正常な
　機能の維持

・かんがい

・水　　道

洪水調節容量

　25,000千m3

サーチャージ容量

55.5m

EL460.5m

有効貯水容量
35,800千m3

総貯水容量
39,800千m3

21,200千m3

13,500千m3

 1,900千m3

 5,800千m3

14,600千m3

洪水期利水容量

・流水の正常な
　機能の維持

・かんがい

・水　　道

10,800千m3

 5,300千m3

   800千m3

 4,700千m3

EL458.4m
(サーチャージ水位※)

 平常時最高貯水位 EL450.6m
(常時満水位※)

EL442.9m
 洪水貯留準備水位
(洪水期制限水位※)

最低水位 EL429.3m

利水放流管

洪水吐(コンジッ
トゲート)
EL423.982m

洪水吐(クレスト
ゲート)
EL451.5m
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・形 式：重力式コンクリートダム
・目 的：洪水調節、流水の正常な機能の維持、かんがい、水道
・堤 高： 55.5m
・堤 頂 長： 222.0m
・総貯水容量：39,800千m3

・堤 体 積： 204千m3

・集 水 面 積： 124.0km2

・竣 工 年：昭和58年

訓子府町訓子府町

置戸町置戸町

無　加　川

無　加　川

愛の川愛の川

上ホロカトコロ川上ホロカトコロ川

仁
居
常
呂
川

鹿ノ子ダム鹿ノ子ダム

■■

▲▲

▲▲

0 5 10 15 20km

堆砂容量 4,000千m3
39,800千m3

）※ 

基礎地盤 EL405.0m

「 」 洪水等に関する防災情報体系の見直し実施要領 (平成18年10月1日国河情第3号河川局長
、通知)によりダム水位関係の用語が変更となっているため 新用語と共に旧用語をカッコ内

。に併記した 
→　(旧)サーチャージ水位　 　(新)洪水時最高水位
→　(旧)常時満水位　　　　 　(新)平常時最高貯水位
→　(旧)洪水期制限水位　　 　(新)洪水貯留準備水位

利水放流管
EL415.5m φ900

位置図

貯水池容量配分図

鹿ノ子ダム外観



北海道開発局

○鹿ノ子ダムは昭和59年度の供用開始から、計25回の洪水調節を実施。
○そのうち、平成１３年９月洪水（前線に伴う降雨）では、鹿ノ子ダムは約４４０万ｍ3の洪水を貯留した。これは、 札幌ドー

ム約３杯分に相当する水量を貯留した。

現状の水害リスク(常呂川) ～ 整備状況（鹿ノ子ダムの洪水調節効果）

約440万m3（札幌ドーム約3杯分）を貯留

4-23置戸観測所ハイドログラフ

鹿ノ子ダムによる洪水調節

水位低減効果（置戸観測所地点）

ダムによる洪水調節により水位上昇を33cm低減し、水防団待機水位を超えずに済んだ

ダム建設前の想定水位 H=212.67m

ダム建設後の水位 H=212.34m

0.33mの水位低減



北海道開発局現状の水害リスク(常呂川) ～ 平成18年洪水後の主な整備

○下流市街部の洪水被害を軽減するため、河口部の河道改修を実施中

4-24

整備前(平成11年撮影) 整備後(平成19年撮影)

河道改修を実施

KP0.0

KP1.0

KP2.0

KP0.0

KP1.0

KP2.0



北海道開発局現状の水害リスク(湧別川) ～ 平成18年洪水後の主な整備

○下流市街部の洪水被害を軽減するため、河口部の堤防整備を実施
○中流部の浸水被害軽減のため、中流部の河道改修を実施

整備前(平成14年撮影) 整備後(平成21年撮影)

旧漁港
旧漁港跡

旧漁港を埋立
て堤防を整備

現漁港
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KP18.0

KP20.0

KP19.0

KP18.0

KP20.0

KP19.0

整備前(平成11年撮影) 整備後(平成19年撮影)

河道改修を実施



北海道開発局

○湧別川では、平成10年9月洪水、平成18年10月洪水等で被害が生じていた下流部において、平成19年度までに堤防を
整備している。

■今回の出水では、下流部において水位が上昇したが、当該堤防により外水氾濫を防いだ。
■仮に堤防が無かった場合、25haの市街地、141戸の家屋が浸水したと想定される。

現状の水害リスク(湧別川) ～ 整備状況（河口部の堤防整備効果）

過去の洪水状況

0

2

4

6

8

標
高

(m
)

堤防整備による治水効果
湧別川の水位の状況（KP0.4）

水位 1.9m

B
堤防整備がされなかった場合、外水氾濫が発生

堤防整備

A
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氾濫面積 25ha⇒ 0ha

浸水家屋 141戸⇒ 0戸

堤防整備

凡 例
浸水が想定される範囲

A
堤防整備による被害軽減

KP0.4
B

湧別川

堤防整備箇所

（整備前） （整備後）

平成18年10月洪水の状況
-4

-2



北海道開発局現状の水害リスク(渚滑川) ～ 平成10年洪水後の主な整備

○下流市街部の洪水被害を軽減するため、下流部の河道改修を実施
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KP0.0

KP1.0

KP2.0

KP0.0

KP1.0

KP2.0河道改修を実施



現状の水害リスク(網走川) ～ 堤防整備状況

○無堤地区や計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、洪水により氾濫する恐れがある。

北海道開発局

網走川堤防整備状況図

網走川上流

美幌川

網走川下流 網走湖

凡 例

計画断面堤防

堤防必要区間
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平成28年4月現在



現状の水害リスク(常呂川) ～ 堤防整備状況 北海道開発局

○無堤地区や計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、洪水により氾濫する恐れがある。

常呂川堤防整備状況図（1/2）
4-29

平成28年4月現在

凡 例

計画断面堤防

堤防必要区間

平成28年4月現在

常呂川



現状の水害リスク(常呂川) ～ 堤防整備状況 北海道開発局

常呂川

○無堤地区や計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、洪水により氾濫する恐れがある。

常呂川堤防整備状況図（2/2）
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平成28年4月現在

凡 例

計画断面堤防

堤防必要区間

平成28年4月現在

無加川



現状の水害リスク(湧別川) ～ 堤防整備状況 北海道開発局

湧別川

○計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、洪水により氾濫する恐れがある。

湧別川堤防整備状況図
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平成28年4月現在

凡 例

計画断面堤防

堤防必要区間

平成28年4月現在

湧別川



現状の水害リスク(渚滑川) ～ 堤防整備状況 北海道開発局

○無堤地区や計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、洪水により氾濫する恐れがある。

渚滑川堤防整備状況図
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平成28年4月現在

凡 例

計画断面堤防

堤防必要区間

平成28年4月現在

渚滑川



○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水実績などから、危険箇所を早期に発見するために、あらかじめ水防上
特に注意を要する区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所として指定している。

北海道開発局現状の水害リスク ～ 重要水防箇所（網走川）

堤防高（流下能力） Ａランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道の流下能力が不足し、堤防の堤防高を越える箇所。
Ｂランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。

堤防断面 Ａランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が半分に満たない箇所。
Ｂランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が不足しているが、半分以上はある箇所。

法崩れ・すべり、漏水
Ａランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が未施工の箇所。
Ｂランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があるが、その対策が暫定施工の箇所。また、すべり破壊に対する安全度が基準値以下の

箇所や、基礎地盤及び堤体の土質等からみて漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。
※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置箇所においても評定基準を定めている。
また、新しく堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、注意を要する箇所、または、履歴を残すため「要注意」として整理。

網走川重要水防箇所図 (平成27年3月現在)

重要度Ａ…水防上もっとも重要な区間 重要度Ｂ…水防上重要な区間
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常呂川重要水防箇所図（1/2） (平成27年3月現在)

北海道開発局現状の水害リスク ～ 重要水防箇所（常呂川）

堤防高（流下能力） Ａランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道の流下能力が不足し、堤防の堤防高を越える箇所。
Ｂランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。

堤防断面 Ａランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が半分に満たない箇所。
Ｂランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が不足しているが、半分以上はある箇所。

法崩れ・すべり、漏水
Ａランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が未施工の箇所。
Ｂランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があるが、その対策が暫定施工の箇所。また、すべり破壊に対する安全度が基準値以下の

箇所や、基礎地盤及び堤体の土質等からみて漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。
※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置箇所においても評定基準を定めている。
また、新しく堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、注意を要する箇所、または、履歴を残すため「要注意」として整理。

重要度Ａ…水防上もっとも重要な区間 重要度Ｂ…水防上重要な区間
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常呂川重要水防箇所図（2/2） (平成27年3月現在)

北海道開発局現状の水害リスク ～ 重要水防箇所（常呂川）

堤防高（流下能力） Ａランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道の流下能力が不足し、堤防の堤防高を越える箇所。
Ｂランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。

堤防断面 Ａランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が半分に満たない箇所。
Ｂランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が不足しているが、半分以上はある箇所。

法崩れ・すべり、漏水
Ａランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が未施工の箇所。
Ｂランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があるが、その対策が暫定施工の箇所。また、すべり破壊に対する安全度が基準値以下の

箇所や、基礎地盤及び堤体の土質等からみて漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。
※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置箇所においても評定基準を定めている。
また、新しく堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、注意を要する箇所、または、履歴を残すため「要注意」として整理。

重要度Ａ…水防上もっとも重要な区間 重要度Ｂ…水防上重要な区間
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湧別川重要水防箇所図 (平成27年3月現在)

北海道開発局現状の水害リスク ～ 重要水防箇所（湧別川）

(平成27年3月現在)

堤防高（流下能力） Ａランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道の流下能力が不足し、堤防の堤防高を越える箇所。
Ｂランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。

堤防断面 Ａランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が半分に満たない箇所。
Ｂランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が不足しているが、半分以上はある箇所。

法崩れ・すべり、漏水
Ａランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が未施工の箇所。
Ｂランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があるが、その対策が暫定施工の箇所。また、すべり破壊に対する安全度が基準値以下の

箇所や、基礎地盤及び堤体の土質等からみて漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。
※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置箇所においても評定基準を定めている。
また、新しく堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、注意を要する箇所、または、履歴を残すため「要注意」として整理。

重要度Ａ…水防上もっとも重要な区間 重要度Ｂ…水防上重要な区間

4-36



北海道開発局現状の水害リスク ～ 重要水防箇所（渚滑川）

渚滑川重要水防箇所図 (平成27年3月現在)

堤防高（流下能力） Ａランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道の流下能力が不足し、堤防の堤防高を越える箇所。
Ｂランク： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。

堤防断面 Ａランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が半分に満たない箇所。
Ｂランク： 計画断面堤防（標準的な堤防の断面形状）に対して、現況堤防の断面積や天端幅が不足しているが、半分以上はある箇所。

法崩れ・すべり、漏水
Ａランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対策が未施工の箇所。
Ｂランク： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があるが、その対策が暫定施工の箇所。また、すべり破壊に対する安全度が基準値以下の

箇所や、基礎地盤及び堤体の土質等からみて漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。
※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置箇所においても評定基準を定めている。
また、新しく堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、注意を要する箇所、または、履歴を残すため「要注意」として整理。

重要度Ａ…水防上もっとも重要な区間 重要度Ｂ…水防上重要な区間
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北海道開発局

○網走開発建設部は、洪水防御に関する計画の基本となる降雨により網走川が氾濫した場合に
浸水が想定される区域及び水深について、平成２１年７月に公表している。

この浸水想定区域等は、指定時点の網走川の河道の整備状況で、洪水防御に関する計画の基本となる降雨である概ね100年

に1回程度起こる大雨が降ったことにより、網走川がはん濫した場合に想定される浸水の状況を、シミュレーションにより求め
たものである。

現状の水害リスク ～ 浸水想定区域図（網走川）

■網走川水系網走川浸水想定区域図（国土数値情報ホームページより） http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html 浸水想定区域図：平成21年7月現在

2.0km1.51.00.50

縮尺1:50,000
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○網走開発建設部は、洪水防御に関する計画の基本となる降雨により常呂川が氾濫した場合に
浸水が想定される区域及び浸水した場合に想定される水深について、平成２１年６月に公表
している。

この浸水想定区域等は、指定時点の常呂川の河道の整備
状況で、洪水防御に関する計画の基本となる降雨である概
ね100年に1回程度起こる大雨が降ったことにより、常呂川
がはん濫した場合に想定される浸水の状況を、シミュレー
ションにより求めたものである。

北海道開発局現状の水害リスク ～ 浸水想定区域図（常呂川1/2）

■常呂川水系常呂川浸水想定区域図（国土数値情報ホームページより） http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html 浸水想定区域図：平成21年6月現在

2.0km1.51.00.50

縮尺1:50,000
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○網走開発建設部は、洪水防御に関する計画の基本となる降雨により常呂川が氾濫した場合に
浸水が想定される区域及び浸水した場合に想定される水深について、平成２１年６月に公表
している。

この浸水想定区域等は、指定時点の常呂川の河道の整備状況で、洪水防御に関する計画の基本となる降雨である概ね100年に
1回程度起こる大雨が降ったことにより、常呂川がはん濫した場合に想定される浸水の状況を、シミュレーションにより求めた
ものである。

北海道開発局現状の水害リスク ～ 浸水想定区域図（常呂川2/2）

■常呂川水系常呂川浸水想定区域図（国土数値情報ホームページより） http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html 浸水想定区域図：平成21年6月現在

2.0km1.51.00.50

縮尺1:50,000
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○網走開発建設部は、洪水防御に関する計画の基本となる降雨により渚滑川が氾濫した場合に
浸水が想定される区域及び浸水した場合に想定される水深について、平成２２年９月に公表
している。

この浸水想定区域等は、指定時点の渚滑川の河道の整備
状況で、洪水防御に関する計画の基本となる降雨である概
ね100年に1回程度起こる大雨が降ったことにより、渚滑川
がはん濫した場合に想定される浸水の状況を、シミュレー
ションにより求めたものである。

北海道開発局現状の水害リスク ～ 浸水想定区域図（渚滑川）

■渚滑川水系渚滑川浸水想定区域図（国土数値情報ホームページより） http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html 浸水想定区域図：平成22年9月現在

2.0km1.51.00.50

縮尺1:50,000
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○網走開発建設部は、洪水防御に関する計画の基本となる降雨により湧別川が氾濫した場合に
浸水が想定される区域及び浸水した場合に想定される水深について、平成２３年４月に公表
している。

この浸水想定区域等は、指定時点の湧別川の河道の整備状況で、洪水防御に関する計画の基本となる降雨である概ね100年に
1回程度起こる大雨が降ったことにより、湧別川がはん濫した場合に想定される浸水の状況を、シミュレーションにより求めた
ものである。

北海道開発局現状の水害リスク ～ 浸水想定区域図（湧別川）

■湧別川水系湧別川浸水想定区域図（国土数値情報ホームページより） http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html 浸水想定区域図：平成23年4月現在

2.0km1.51.00.50

縮尺1:50,000
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北海道開発局現状の水害リスク ～ 網走川浸水想定区域図（大空町～美幌町）

☆☆

○大空町・美幌町における計画規模の浸水想定区域周辺には、病院や学校、商業施設、公共施設があるほか、
浸水想定区域内には、道北地方の中心都市である旭川市とオホーツク地方を結ぶ国道、鉄道がある。また中
流部美幌町においては、オホーツクと各都市を結ぶ国道が重複するなど、網走管内の産業・生活に関わる重
要な陸路がある。

浸水想定区域図：平成21年7月現在
要配慮者施設 ：平成27年4月現在

女満別空港

網 走 湖

☆

☆☆
☆

☆☆

網走川・美幌川浸水想定区域図
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縮尺1:10,000＜主な施設＞

○ 病院
○ 介護施設
○ 学校
△ 商業施設（工場含む）
☆ 公共施設（警察・消防）



北海道開発局現状の水害リスク ～ 常呂川浸水想定区域図（北見市常呂）

常呂地区常呂地区 市街部市街部

○常呂市街部における計画規模の浸水想定区域内には、網走、紋別方面に通じる国道及び北見
市内に通じる道道がある。また、市街地や学校、商業施設などが多く点在する。

国道２３８号

＜主な施設＞

○ 病院
○ 介護施設
○ 学校
△ 商業施設（工場含む）
☆ 公共施設（警察・消防）

☆
☆

☆

4-44

浸水想定区域図：平成21年6月現在
主な施設調べ ：平成27年4月現在

常呂川浸水想定区域図（北見市常呂地区）

0

1000m0 500

縮尺1:10,000



北海道開発局現状の水害リスク ～ 常呂川浸水想定区域図（北見市）

北見市街部北見市街部

☆

☆

☆

☆

○北見市街部における計画規模の浸水想定区域周辺には、病院や学校、商業施設、公共施設が
あるほか、河川沿い（浸水想定区域内）には、道道（南大通り）が縦貫し、住宅密集地で商業
施設が点在している。

☆

浸水想定区域図：平成21年6月現在
主な施設調べ ：平成27年4月現在

常呂川、無加川浸水想定区域図（北見市）

＜主な施設＞

○ 病院
○ 介護施設
○ 学校
△ 商業施設（工場含む）
☆ 公共施設（警察・消防）

☆

1000m5000

縮尺1:10,000
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北海道開発局現状の水害リスク ～ 湧別川浸水想定区域図（湧別町）

湧別町市街部湧別町市街部

○湧別市街部における計画規模の浸水想定区域内には、網走、紋別、遠軽方面に通じる国道が
あり、道路に面して病院や学校、商業施設が点在する。

＜主な施設＞

○ 病院
○ 介護施設
○ 学校
△ 商業施設（工場含む）
☆ 公共施設（警察・消防）

☆

☆

☆

湧別川浸水想定区域図（湧別町）
浸水想定区域図：平成23年4月現在
主な施設調べ ：平成27年4月現在

☆☆

1000m5000
縮尺1:10,000
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☆
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北海道開発局現状の水害リスク ～ 湧別川浸水想定区域図（遠軽町）

遠軽市街部遠軽市街部

国道２４２号

☆

コープ

○遠軽市街部における計画規模の浸水想定区域周辺には、病院や学校、商業施設、公共施設が
あるほか、浸水想定区域内には、帯広方面に通じる国道や道央圏とオホーツクを結ぶ、鉄道
がある。また、市街地や学校、商業施設などが点在する。

湧別川浸水想定区域図（遠軽町）

JR遠軽駅

＜主な施設＞

○ 病院
○ 介護施設
○ 学校
△ 商業施設（工場含む）
☆ 公共施設（警察・消防）

浸水想定区域図：平成23年4月現在
主な施設調べ ：平成27年4月現在

☆
コープ

1000m5000

縮尺1:10,000
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北海道開発局現状の水害リスク ～ 渚滑川浸水想定区域図（紋別市）

国道２３８号

＜主な施設＞

○ 病院
○ 介護施設
○ 学校
△ 商業施設（工場含む）
☆ 公共施設（警察・消防）

紋別市紋別市

○紋別市内における計画規模の浸水想定区域内には、帯広へ通じる物流要衝となる国道がある。
また国道沿いには、学校や商業施設などが点在する。

渚滑川

渚滑川浸水想定区域図

浸水想定区域図：平成22年9月現在
主な施設調べ ：平成27年4月現在

☆
1000m5000

縮尺1:10,000
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現状の減災に係る取組状況

北海道開発局

現状の減災に係る取組状況
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〇網走川では、避難勧告の発令の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。
〇氾濫危険水位は、氾濫がはじまる水位を基準水位観測所の水位に換算し、避難に必要な時間を考慮して設定している。
〇洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた場合の対応について共有しておく必要がある。

北海道開発局避難に関する情報伝達 ～ 洪水時における情報提供等の内容及びタイミング

■網走川洪水予報実施区域

◎美幌橋水位観測所

◎美幌水位観測所

本
郷
水
位
観
測
所
◎ 津別水位観測所◎

■網走川洪水予報区間

■避難に関する基準水位

■網走川水位基準表

基準観測所の受け持ち区間
の出水特性（水位上昇量）や
沿川住民の避難に要する時間
（リードタイム）を踏まえて
設定。

※避難に要する時間（リードタイ
ム）は自治体からのヒアリング
による。

【氾濫危険水位】
・市町村長の避難勧告等の発令判断の目安
・住民の避難判断の参考になる水位

【避難判断水位】
・市町村長の避難準備情報等の発令判断の目安
・住民の氾濫に関する情報への注意喚起

【氾濫注意水位】
・水防団の出動の目安

【水防団待機水位】
・水防団が出動のために待機する水位

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

避難完了

避難勧告等の発令

避難準備情報の発令

リードタイム(避難時間等)
HWL

【改定 H27.4以降】

水防団待機水位

観測所名
水防団

待機水位
はん濫
注意水位

避難
判断水位

氾濫
危険水位

計画高水位
（HWL）

本郷 2.60 3.20 5.10 5.30 5.75

美幌 9.40 9.80 12.00 12.30 12.55

津別 68.90 69.80 70.50 70.70 72.29

美幌橋 9.40 9.70 11.20 11.40 12.03 4-50



〇常呂川では、避難勧告の発令の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。
〇氾濫危険水位は、氾濫がはじまる水位を基準水位観測所の水位に換算し、避難に必要な時間を考慮して設定している。
〇洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた場合の対応について共有しておく必要がある。

■常呂川洪水予報実施区域

上川沿水位観測所
◎

◎北見水位観測所

■常呂川洪水予報区間

北海道開発局避難に関する情報伝達 ～ 洪水時における情報提供等の内容及びタイミング

置戸水位観測所

◎

北光社水位観測所
◎

■避難に関する基準水位

■常呂川水位基準表

基準観測所の受け持ち区間
の出水特性（水位上昇量）や
沿川住民の避難に要する時間
（リードタイム）を踏まえて
設定。

※避難に要する時間（リードタイ
ム）は自治体からのヒアリング
による。

【氾濫危険水位】
・市町村長の避難勧告等の発令判断の目安
・住民の避難判断の参考になる水位

【避難判断水位】
・市町村長の避難準備情報等の発令判断の目安
・住民の氾濫に関する情報への注意喚起

【氾濫注意水位】
・水防団の出動の目安

【水防団待機水位】
・水防団が出動のために待機する水位

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

避難完了

避難勧告等の発令

避難準備情報の発令

リードタイム(避難時間等)
HWL

【改定 H27.4以降】

水防団待機水位

観測所名
水防団

待機水位
はん濫
注意水位

避難
判断水位

氾濫
危険水位

計画高水位
（HWL）

上川沿 5.30 6.20 7.00 7.20 8.45

北見 57.40 58.00 58.80 59.00 60.81

置戸 212.60 212.90 213.00 213.20 214.17

北光社 66.30 66.80 68.20 68.40 68.99 4-51



〇湧別川では、避難勧告の発令の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。
〇氾濫危険水位は、氾濫がはじまる水位を基準水位観測所の水位に換算し、避難に必要な時間を考慮して設定している。
〇洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた場合の対応について共有しておく必要がある。

北海道開発局

■湧別川洪水予報実施区域

◎
中湧別水位観測所

◎遠軽水位観測所

■湧別川洪水予報区間

避難に関する情報伝達 ～ 洪水時における情報提供等の内容及びタイミング

観測所名
水防団
待機水位

はん濫
注意水位

避難
判断水位

氾濫
危険水位

計画高水位
（HWL）

中湧別 7.40 8.10 9.40 9.60 11.39

遠軽 78.90 79.30 80.30 80.60 81.71

■避難に関する基準水位

■湧別川水位基準表（開盛基準観測所）

基準観測所の受け持ち区間
の出水特性（水位上昇量）や
沿川住民の避難に要する時間
（リードタイム）を踏まえて
設定。

※避難に要する時間（リードタイ
ム）は自治体からのヒアリング
による。

【氾濫危険水位】
・市町村長の避難勧告等の発令判断の目安
・住民の避難判断の参考になる水位

【避難判断水位】
・市町村長の避難準備情報等の発令判断の目安
・住民の氾濫に関する情報への注意喚起

【氾濫注意水位】
・水防団の出動の目安

【水防団待機水位】
・水防団が出動のために待機する水位

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

避難完了

避難勧告等の発令

避難準備情報の発令

リードタイム(避難時間等)
HWL

【改定 H27.4以降】

水防団待機水位

4-52



〇渚滑川では、避難勧告の発令の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。
〇氾濫危険水位は、氾濫がはじまる水位を基準水位観測所の水位に換算し、避難に必要な時間を考慮して設定している。
〇洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた場合の対応について共有しておく必要がある。

■渚滑川洪水予報実施区域

◎

渚滑橋水位観測所 ◎

上渚滑水位観測所

■渚滑川洪水予報区間

北海道開発局避難に関する情報伝達 ～ 洪水時における情報提供等の内容及びタイミング

観測所名
水防団

待機水位
はん濫

注意水位
避難

判断水位
氾濫

危険水位
計画高水位
（HWL）

渚滑橋 2.00 3.20 4.30 4.50 4.80

上渚滑 37.30 37.90 39.10 39.50 39.58

■避難に関する基準水位

■渚滑川水位基準表（上渚滑基準観測所）

基準観測所の受け持ち区間
の出水特性（水位上昇量）や
沿川住民の避難に要する時間
（リードタイム）を踏まえて
設定。

※避難に要する時間（リードタイ
ム）は自治体からのヒアリング
による。

【氾濫危険水位】
・市町村長の避難勧告等の発令判断の目安
・住民の避難判断の参考になる水位

【避難判断水位】
・市町村長の避難準備情報等の発令判断の目安
・住民の氾濫に関する情報への注意喚起

【氾濫注意水位】
・水防団の出動の目安

【水防団待機水位】
・水防団が出動のために待機する水位

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

避難完了

避難勧告等の発令

避難準備情報の発令

リードタイム(避難時間等)
HWL

【改定 H27.4以降】

水防団待機水位
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北海道開発局住民等への周知・啓蒙・訓練 ～ 浸水想定区域図の公表

○水防法第14条に基づき、洪水予報河川、水位周知河川について、当該河川が氾濫した場合に浸水
が想定される区域を浸水想定区域として指定。指定した際は、指定の区域及び浸水した場合に想
定される水深を公表するとともに、関係市町村の長に通知。

○網走川においては、平成21年 7月に網走開発建設部が公表し、網走市長、大空町長、美幌町長、津別町長へ通知。
○常呂川においては、平成21年 6月に網走開発建設部が公表し、北見市長、訓子府町長、置戸町長へ通知。
○湧別川においては、平成23年 4月に網走開発建設部が公表し、湧別町長、遠軽町長へ通知。
○渚滑川においては、平成22年 9月に網走開発建設部が公表し、紋別市長へ通知。 ＜浸水想定区域の指定＞

浸水が想定される区域及びその水深
⇒官報等により公表
⇒関係市町村に通知

網走川

常呂川

渚滑川

湧別川
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○網走開建管内の10市町では、浸水想定区域図に基づき洪水ハザードマップを作成・周知している。

網走市ハザードマップ
湧別町ハザードマップ

北海道開発局住民等への周知・啓蒙・訓練 ～ 管内のハザードマップ状況

※下記記載事項は、各河川代表の市町村のハザードマップ

北見市ハザードマップ

紋別市ハザードマップ
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PC・スマホでライブ映像が確認できる

川の防災情報

〇北海道開発局では、河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報をホームページやテレビを通じて伝達している。

○情報の入手しやすさや切迫感の伝わりやすさを向上させる必要がある。

北海道開発局住民等への周知・啓蒙・訓練 ～ 住民等への情報伝達の体制や方法

画面はサンプルです

ＮＨＫ札幌放送局 提供

デジタル放送のデータ放送
で河川水位を確認できる

川の防災情報
水位・雨量データやダム放流
情報、ライブカメラなどが閲
覧できる
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■網走川水防警報区域
および巡視区域

〇平常時の巡視のほか、出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
〇堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団等と河川管理者で、河川巡視で得られ

た堤防や河川水位の状況等の情報の共有等をさらに進める必要がある。

北海道開発局水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～ 河川巡視

出水時巡視

平常時巡視

出水時においては、氾濫注意水位を
超えた時点から河川巡視を開始し、洪
水時の河川状況を把握している。
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■常呂川水防警報区域
および巡視区域

北海道開発局水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～ 河川巡視

平常時巡視
（河道）

4-58
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■常呂川水防警報区域
および巡視区域

北海道開発局水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～ 河川巡視

目的別巡視 出水時巡視
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■湧別川水防警報区域
および巡視区域

平常時巡視

目的別巡視

北海道開発局水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～ 河川巡視

■渚滑川水防警報区域
および巡視区域

出水時巡視
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水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～資機材の配備状況

区 分

備蓄倉庫等名

資 材 名

根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク

連
節
ブ
ロ
ッ
ク

大
型
連
節
ブ
ロ
ッ
ク

Ｈ
鋼

矢
板

大
型
土
の
う

土
の
う
袋

ピ
ン

備
蓄
土
砂

個 個 個 本 枚 枚 枚 本 m3
【網走開発建設部 北見河川事務所】

網走資材庫 網走市大曲１丁目 115 6400 41

本郷資材置場 網走郡大空町女満別本郷 71 32 102

○網走開発建設部管内において、各種水防資材を水防拠点等に保有している。
○水防資機材は、非常時においては水防団体等への貸し出しが可能である。

＜水防資機材保有状況＞

美幌水防拠点 網走郡美幌町鳥里２丁目 700 27400 200 3200

津別資材置場 網走郡津別町字岩富 1158 2433 61

常呂資材置場 北見市常呂町常呂 125 6000 30

北見水防拠点 北見市ひかり野３丁目 1200 305 2600

桜町水防資材倉庫 北見市桜町７丁目 395 13200 30

開成資材置場 北見市北上 440 190 8000

境野資材置場 常呂郡置戸町字豊住 1319 1344 105 400 20

【網走開発建設部 遠軽開発事務所】

河口資材置場 湧別町港町 1689 2000

開盛資材置場 湧別町冨美 120

野上資材置場 遠軽町野上 634 1430 2000

渚滑川水防拠点 紋別市渚滑町３丁目 880 651 2100

和訓辺資材置場 紋別市上渚滑町上東地先 748 700 760

上渚滑資材置場 紋別市上渚滑町上東地先 90
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○網走開発建設部管内において、排水ポンプ車等の災害対策用機械を７台配置している。
○災害対策用機械は平常時から定期的な保守点検を行うとともに、機械訓練を実施し、常時、災害発生による出動体制を確保

している。

美幌水防拠点
排水ポンプ車、照明車

美幌水防拠点
排水ポンプ車、照明車、支援ユニット

網走川

常呂川

北海道開発局水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～ 災害対策車配備状況

湧別分庁舎
排水ポンプ車、照明車

網走川

湧別川

点検整備

点検整備

排水訓練

排水訓練

排水訓練
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北海道開発局水防活動の効率化及び水防体制の強化①

○網走開発建設部流域管内では、
水防管理団体や河川管理者等で
「網走開発建設部管内一級河川
水防連絡協議会」を定期的に開
催し、連絡体制の確認、重要水
防箇所の合同巡視、水防訓練等
水防体制の充実を図っている。

水防連絡協議会 道東六市防災協定

○道東６市（ 釧路市、帯広市、網走
市、紋別市、根室市、北見市）は
「防災に関する相互応援の覚書」
を締結し、年１回程度会議を開催
し災害対応などの情報交換を
行っているほか、災害に関する各
種協定を締結している。

携帯メールの活用

○網走開発建設部流域管内の3市
7町の自治体では、災害時に備え
携帯会社3社と災害協定を結ん
でおり、 携帯メールの配信活用
し、災害時の緊急速報などを迅
速に住民に伝えている。

4-63道東六市防災協定書（抜粋）

※帯広市HPより

水防技術講習会実施状況

合同巡視実施状況

※美幌町HPより（docomoのエリアメール）

携帯メールを活用した緊急速報連絡イメージ

北見市で配信した緊急情報例
※北見市HPより（H27.10洪水時）



北海道開発局水防活動の効率化及び水防体制の強化②

○網走開発建設部流域管内の各自治体では、風水害等による災
害を想定した訓練を各地で行っている。

○参加者は、開発局・気象台・自衛隊・警察署・北海道・消防組
合・病院などの機関のほか地域住民も参加して実施している。

大空町防災訓練

美幌町防災訓練

○湧別町では、河口付近にライブカメラを設置し、湧別町ホーム
ページから地元住民が河川の状況のほか、オホーツク海の状
況や漁港の状況が常に見られるようにしている。

湧別川河口部のライブカメラ映像

水防訓練 ライブカメラの設置
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北見市防災総合訓練 紋別市水防訓練

○ホームページやフェイスブックにより、災害時の緊急速報などを
迅速に住民に伝えている。

○北見市とＦＭオホーツクは災害協定を結んでおり、災害時の緊
急速報などを迅速に住民に伝えている。

網走市の防災情報例(H27.10出水時)

※網走市HPより

※網走市Facebookより

○遠軽町では、防災対策強化のため、保健福祉総合センターげん
き２１に太陽光発電システムを導入し災害時、大規模停電が発
生した場合に避難所として必要最低限の電力を確保するように
している。

遠軽町での太陽光システム導入施設

災害情報発信

太陽光発電システムの導入



○「北海道地域防災マスター」を積極的に取得し、災害による被害を少しでも少なくするため、防災体制の強化に努めている。

災害による被害を少しでも少なくするため、北海道では、地域におけ
る防災活動を活発にしていこうと考えています。 そこで、消防や市町

村等で防災業務を経験してきた方などに地域の防災活動の中心に
なってもらおうと「地域防災マスター」制度をつくりました。

研修を受講し、マスターとしての心構えなどを身につけていただいた
方を「北海道地域防災マスター」として順次認定しております。

マスターとともに地域全体が「いざ！」というときのために備えましょ
う！

北海道地域防災マスターとは？

北海道開発局水防活動の効率化及び水防体制の強化 ～ 網走管内の自治体

〇平成23年の東日本大震災を踏まえ、自助・共助による災害に強い地域社会づくりを目指し、自主防災組織の結成に取り組ん
でいる。

○平常時の活動例

◆ 地域内要配慮者の確認・対応方法
（高齢者、障害者、未就学児童等）

◆ 災害発生時の被害未然防止（危険箇
所の点検など）

◆ 災害発生に備えて地域を知るための
活動（地域防災地図の作成）

◆ 災害発生時の活動に備えての活動
（消火・避難訓練など）
（資機材の整備、点検など）

○災害時の活動例

◆ 情報収集伝達活動（警報の伝達など）
◆ 初期消火活動（消火器による消火活
動）

◆ 避難誘導活動（安否確認や災害時要配
慮者への援助など）

◆ 救出救護活動（負傷者の救護など）
◆ 避難所管理・運営活動（炊き出し、水
や食料の配分など）
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